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What’s New in EndNote X4 

 全文 PDF ファイルから  文献情報をインポートが可能に 

ご要望の多かった機能が、ついに X4 で実現！ 
全文 PDF ファイルから文献情報をインポートすること

が可能になりました。 
PDF ファイル単体からインポートすることも、PDF

が複数保存されたフォルダ全体から一括してインポー

トすることもできます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

PDF からのインポート方法 
（インターネットに接続された状態で） 
- File メニューから Import を選択し 
- File あるいは Folder を選択します。 
- File を選択した場合は、そのファイルを指定し、

Import Option 欄を「PDF」に指定して Import ボタ

ンをクリックします。 
- Folder を選択した場合も、同様にそのフォルダを指

定し、Import Option 欄を「PDF」に指定して

Import ボタンをクリックします。 
- EndNote は、PDF 上の Digital Object Identifier 

(DOI)を探し、その DOI 情報を使って CrossRef へ
情報を要求し、得られた文献情報はライブラリにイ

ンポートされ、PDF ファイルはレコードに添付され

ます。 
※ サーバー上の PDF ファイルはローカルディスクに移動してから

インポートすることをお勧めいたします。 
※ 出版社から提供されたもので、DOI(Digital Object Identifier)を含

むものに限ります。画像スキャンした PDF では対応いたしませ

ん。 
※ インターネットに接続されていない環境で実行すると、文献情報

は取得されません。 
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 既存のグループから重複しているレコードを抽出し、新しいグループを作成 

複数の既存グループを選択し、重なって

格納されているレファレンスを抽出して、

新しいグループを作成することができます 

 

 

 
 
 
 
 
 

 Quick Edit 画面 

ライブラリ一覧の右下の画面に Quick 
Edit タブが設けられ、レファレンスの詳細

画面を開かずに選択されたレファレンスの

編集を行うことができるようになり、さら

に編集作業がスピーディになります。 
 
Quick Edit 画面の外でクリックすれば、

変更を保存するための確認画面が表示され

ます 

Create From Group の作成方法 
- EndNote メニューの Group から

Create form Groups を選択 
- Group Name を付ける 
- Include References in 欄で、重複を

検索したい既存のグループを指定 
- Create をクリック 



 

3 

July 2010,  Copyright © ユサコ株式会社 All Rights Reserved 

What’s New in EndNote X4 

 アウトプットスタイルの脚注部分：編集機能がアップ 

脚注のスタイルは、１度目に引用される時は完

全な情報であることが求められますが、２度目以

降に引用する時には省略を求められることがあり

ます。 
 
このような繰り返し引用をフォーマットするの

に、これまでは限られたオプションしかありませ

んでしたが、 X4 では、2 度目以降の引用につい

て別のテンプレートを設定することができるよう

になりました。 
 
 
 
 
 

 APA 6th スタイルへの対応が可能に 

APA 6th では、７名を超える

著者の場合は６人目と最後の著

者の間を省略することを求めら

れます。 
 
X4 では、これまでのバージ

ョンでは対応できなかった

APA 6th スタイルに対応できる

ようになりました。 
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 Word 上の Edit & Manage Citations 画面から、文献情報の編集が可能に 

 新しい Edit & Manage Citations 画面では、引用を編集す

るときに頻繁に使う機能の数々をまとめて、ひとつの画面

だけで操作することができるようになりました。 
 
 

Edit & Manage Citations 画面の表示方法 

Word 2003：EndNote ツールバーから Edit & Manage 
Citations を選択 

Word 2007, 2010：EndNote X4 タブの Edit & Manage 
Citations を選択 
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 本文中の引用部分と対応する巻末の参考文献リストの間にハイパーリンクを作成 

引用部分のハイパーリンクをクリックするだけでその参考

文献の詳細を簡単に閲覧することができるようになりました。 

ハイパーリンクは、参考文献リストをフォーマットすると

自動的に作成されますが、ハイパーリンクにアンダーライン

を表示させたい場合は、Format Bibiography 画面で

Underline linked in-text citations にチェックを入れます。 

 

 

 

 

 

 

 

ハイパーリンクの

アンダーラインを表示させるには 
Word 2003：EndNote ツールバーから Format 

Bibliograpy を選択 
Word 2007, 2010：EndNote X4 タブの Format 

Bibliograpy を選択 

- Format Bibliograpy タグを表示させ、

Underline linked in-text citations にチェック

を入れる 
- OK をクリック 
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 ブラウザ上で検索した文献情報を EndNote Web へそのまま取り込み可能に 

プラグインした EndNote Web ツールバーを使っ

て、ブラウザ上の文献情報を EndNote Web へ取り

込むことができるようになりました。 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

プラグインのインストール方法

- EndNote メニューから Preferences を選択 
- 左カラムから、EndNote Web を選択 
- Download EndNote Web Plug-in をクリック 
- 開発元のウェブサイトで、ご利用のブラウザのタイ

プを選び、インストーラーをダウンロードし、イン

ストールを実行 
- ブラウザに EndNote Web ツールバーが表示される 
※（Internet Explorer と Firefox で対応） 
 
文献情報の取り込み方法 
- 検索した文献情報の詳細画面を開く 
- ブラウザ上の EndNote Web ツールバーから Capture

をクリック 
- 新規レファレンスの編集画面に情報が取り込まれる

ので、必要に応じて編集 
- 保存先を EndNote か EndNote Web から選び保存 

 
※ 全てのデータベースに対応しているわけではなく、取り込む情報

も制限される場合があります。 
※ 取り込める文献情報は、1 度に１件のみに限られます。検索結果

画面から複数の文献情報にチェックを入れて取り込むことはでき

ません。 
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What’s New in EndNote X4 

 

 

 

 

 

以上で簡単に EndNote X4 の新機能をご紹介しました 
30 日間使えるトライアル版で 是非お試しください 
http://www.usaco.co.jp/products/isi_rs/demo.html 


